
夏目漱石の小説「草枕」は、主人公の「私」という男が、東京での仕事を終え

て、休暇を利用して古都・京都へ向かう途中、様々な出来事に巻き込まれなが

ら、自分自身の内面を深く省みる物語です。 

物語は、私が京都に向かう途中、京都に行く人たちが泊まる旅館に宿泊するこ

とから始まります。そこで私は、他の旅人たちと出会い、話をする中で、恋愛

や人生観について考えさせられます。 

その後、私はひとりで祇園祭を見に行ったり、新しい知り合いの女性・おさと

と出会い、彼女に心を惹かれます。しかし、おさとには恋人がおり、私は諦め

ざるを得ませんでした。 

また、私は旅先で病気になり、人生の意味や価値について深く考えるようにな

ります。最終的に私は、京都を離れて東京に帰ることになりますが、その途中

で草枕というものを拾います。その草枕を持って帰った私は、自分自身の人生

と向き合うことになります。 

「草枕」は、私という主人公が様々な出来事や人物と交流し、自分自身を見つ

める中で、人生の真実や意味を模索していく様子を描いた、深い哲学的思考が

込められた小説です。 


